（3）予算収支決算報告   （単位：円）

	収入の部
	支出の部

	項目
	予算
	決算
	項目
	予算
	決算

	事業費
	980,000
	980,000
	2月度例会
	20,000
	17,910

	
	
	
	4月度例会
	85,000
	34,720

	
	
	
	6月度例会
	475,000
	474,147

	
	
	
	10月度例会
	400,000
	448,365

	
	
	
	事業費剰余金
	
	4,858

	合計
	980,000
	980,000
	合計
	980,000
	980,000


（4）事業報告

	1. 2月度例会
日時2009年2月12日（木）　18時30分～21時00分　　場所　保田ヶ池センター　2F大集会室
参加人数 JC会員　　44名　出席者合計　44名　
テーマ「先人から学ぶ志　今、時代が動くとき」

（事業内容）近現代史から学ぶ日本の歴史と先人達の国や国民への思いを知る。そして、志と決断力の重要性を認識する。

第１部　近現代史の認識クイズ（正しい日本の歴史とは？意外に知らない常識をクイズ形式で紐解く）

第２部　先人の行動から志と決断力を学ぶ

（苦渋の選択を迫られた時に発揮しなくてはならないリーダーシップとは？先人の成功と失敗を知る）

	

	2．4月度例会
日時2009年4月4日（土）　7:00～16:00　場所　靖国神社　遊就館

参加人数　JC会員　31名　特別会員1名　出席者合計　32名　
テーマ「誇り」

（事業内容）靖国神社「遊就館」にて幕末から近年までの先人達の遺品等を見学し、日本の近現代史を学び、日本人としての「誇り」をなぜ失っていたか？を知り、「誇り」を再び取り戻す。また、靖国神社にて先人を敬う

	3．6月度例会
日時2009年6月11日（木）　18:30～21:00　場所　日進市民会館　小ホール

参加人数　JC会員　49名　特別会員　11名　一般　34名　来訪JC　9名　 出席者合計　103名　
テーマ「　志　」（未来の日本を歴史から読み取る）
（事業内容）講師例会　　講師　加来　耕三氏

	4．10月度例会
日時2009年10月30日（金）　17:10～21:00　日進市民会館　大ホール

JC会員　41名　  特別会員　15名　  一般　485名　  来訪JC　 14名　 出席者合計　555名　
テーマ　「煌き」～自分が輝けば地域も煌く～
（事業内容）講師例会　講師　　　水谷　修　氏

	5．会員拡大
リーダーシップを発揮して一人が一名の会員拡大活動をいったが、1名の拡大も出来なかった。


（5）まとめ（結果・評価）

	当委員会では、先人たちが残してくれた煌きある素晴らしいこの国を、次世代に残しためにどのような活動をしていけば良いか。また、地域の方々には、誇りと愛情が育まれる活動とは何か。を考え、一年間、事業を行ってまいりました。
2月度例会では、近現代史を中心に今一度歴史を学ぶ事で、自分たちの生きている時代と、先祖たちの時代を客観的に見る事を学び、今後一年を通して行う事業で、日本人の誇りとは何かを考える機会となりました。しかし、手作りにこだわり過ぎて、メンバーに伝わりにくい内容となってしまったのが残念でした。
4月度例会では、2月度例会で学んだ事を踏まえて、靖国神社　遊就館に実際の遺品等を見ることで、より歴史認識を高める事と、日本人としての誇りや、自分たちが先人たちのおかげで生かされている事を学びました。また、マスコミ等で伝えられる施設の雰囲気と実際の雰囲気はかなりの違いがあることも学ぶ事が出来ました。ただ、遠方での例会開催となったため、参加者に多くの負担をあたえた事と、参加出来ないメンバーに例会後のフォローが出来なかった事を反省致します。
6月度例会では、歴史の見方、考え方は、様々な角度から見なくては、本当に役立つ学びを得ることが出来ないと知る事が出来き、自分たちの知識が少なからず狭い視野で見ていた事を知ることが出来ました。そして、今後も自国の歴史をもっと知る事が、いかに大切なのかも学ぶ事が出来ました。
10月度例会では、2,4,6月度例会を踏まえ、自分たちの使命とは。自分たちの志を高め、どうやって地域に貢献出来るかを考え開催した例会となり、講師のおかげで、地域の方々に、感動と地域への愛情を深めて頂ける事業となり、一年間を通して、今生きている人間は、誰一人と違わず先祖に生かされている。だから、感謝の気持ちで生きて行かなくてはいけないと学ぶ事が出来ました。
会員拡大では、一人も入会者を出す事が出来ませんでしたが、今後につながる前向きな候補者を見つける事が出来ました。

最後に、今年度の事業を通して、自分たちは生かされている。だから、人の為、地域の為に活動していかなくてはいけないと、志を高く感じる事が出来たと思います。また、地域の方々にも活動を波及出来たと感じています。結びに、一年間事業を支えてくれた、委員会メンバーとそのご家族の方、また、LOMメンバーに心より感謝いたします。


